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評。。審

Barnard 

Visuα:1 Culture Understanding 

Malcolm 

to Approaches 

今
日
、
我
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
」
を
享
受
し
消
費
し
て
い
る
。

伝
統
的
な
絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、
テ
レ
ビ
や
広
告
と
い
っ
た
マ
ス

稲見直子

メ
デ
ィ
ア
に
い
た
る
ま
で
、

日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
ヴ
ィ
ジ
ユ

ア
ル
な
も
の
は
滞
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
環
境
が
自

明
と
な
っ
て
い
る
近
年
、
先
進
菌
の
多
く
の
大
学
で
、
こ
れ
ら
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル

な
も
の
を
研
究
・
教
育
の
対
象
と
す
る
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
-
ス

タ
デ
ィ
i

ズ
」
と
い
う
新
し
い
学
問
分
野
が
生
成
さ
れ
始
め
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
は
何
な
の
か
。
イ

Jジ
ュ

ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
入
門
』
で
、
ジ
ョ
ン
-
A

・
ウ
ォ
1

カ
!
と
サ
ラ
・
チ
ヤ
ツ

Palgrave , (2001) 

プ
リ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
は
、
人
閣
の
労
働
と
想
像
力
に
よ
っ

ア
ー
テ
ィ
フ
ァ
ク
ト
イ
メ
ー
ジ

て
生
産
さ
れ
た
物
理
的
な
制
作
物
、
建
造
物
、
臨
像
、
そ
し
て
時
間
的

な
メ
デ
ィ
ア
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
う
ち
、
美
的
、
象
徴
的
、
儀
式
的
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、
政
治
的
な
目
的
を
も
ち
、
か
つ
/
あ
る
い
は
実
用
的

機
能
を
果
た
し
、

あ
る
程
度
視
覚
に
訴
え
る
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。

(
♀
笠
宮
田
口
仏
巧
仰
向
付
。
ニ

3
3
H
N
O
S
-
M
]
)

つ
ま
り
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
美
術
史
で
取

り
扱
っ
て
き
た
伝
統
的
な
芸
術
だ
け
で
な
く
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
マ
ス
カ
ル

チ
ャ
ー
に
お
け
る
視
覚
的
な
も
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
意
義
が
あ

書評

る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、1
9
7
0

年
代
後
半
以
降
、
こ
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ユ

ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
に
関
す
る
調
査
、
分
析
、
批
評
な
ど
の
論
文
や
書
物
が
、
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多
く
の
美
術
史
研
究
家
に
よ
り
、
執
筆
・
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
始
め
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
が
提
案
す
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル

チ
ャ
!
の
定
義
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と
で
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
自

体
の
意
味
合
い
が
流
動
的
で
変
わ
り
ゃ
す
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
マ
ル
コ
ム
・
バ
ー
ナ
ー
ド
の
著
書
は
、
暖
昧
化
す
る
ヴ
ィ

ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
意
味
合
い
を
明
篠
に
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
論
を
検
証
し
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
は
一
体
何
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
際
、
著
者
は
以
下
の
三

点
に
留
意
し
な
が
ら
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
第
一
に
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ

ル
チ
ャ
ー
を
分
析
す
る
う
え
で
最
も
有
効
と
さ
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
論

を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
主
要
概
念
や
手
段
を

示
す
こ
と
。
第
一

に
、
「
理
解
」
「
説
明
」
と
い
っ
た
も
の
が
ど
の
よ
う
な
活
動

ま
た
は
過
程
で
あ
る
の
か
を
問
い
か
け
る
こ
と
。

一
に
、
ニ
つ
の
知
的
μ伝
統

的
立
場
で
あ
る
「
解
釈
学
」
と
「
構
造
主
義
」
を
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー

分
析
の
あ
ら
ゆ
る
方
法
論
の
柱
と
す
る
こ
と
。
解
釈
学
と
は
、
個
人
の
意
識
の

役
割
に
着
目
し
、
「
理
解
は
傭
人
の
意
識
下
に
あ
る
特
定
の
、
意
閣
的
な
、
陸

史
的
、
空
間
的
産
物
」
(
ま
ヨ
由a
N
C
C
M
一M
O
)と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
を
分

析
す
る
方
法
で
あ
る
。
一
方
、
構
造
主
義
と
は
、
社
会
構
造
の
役
割
に
着
目
し
、

「
構
造
は
現
実
を
序
列
化
す
る

現
対
立
概
念
を
提
供
す
る
と
い
う
点
で
理
解

は
構
造
の
産
物
」
(
∞
由
自
民
仏M
C
C
M一M
g
と
し
て
分
析
す
る
方
法
で
あ
る
。
従

来
、
こ
の
一
つ
の
見
解
は
互
い
に
対
立
す
る
立
場
と
し
て
み
な
さ
れ
、
ヴ
ィ
ジ
ユ

ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
分
析
方
法
も
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
依
拠
す
る
と
さ
れ

て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
著
者
は
、
再
見
解
は

「
相
互
調
整

(
2
g
c
g
回
目

n
o昆
定
。
ロ
ル
ロ
加
2
)」
(
切
言
語
仏M
o
o
-
h
H
H
)

す
る
と
し
、
「
構
造
主
義
の
理
解
な
し
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で
は
解
釈
学
の
理
解
は
不
可
能
で
あ
り
、

(
皆
円ga
M
o
o
-
一
ニ
)
と
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
で

ま
た
そ
の
逆
も
同
じ
で
あ
る
」

は
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
論
は
解
釈
学
と
構
造
主
義
両
方
の
構
成
要
素
か
ら
成
立
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の

総
体
的
な
理
解
に
お
け
る
両
見
解
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
意
義
が

あ
る
と
雷
え
よ
う
。

で
は
、

に
入
る
前
に
、
著
者
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
本

著
者
、
マ
ル
コ
ム
・
バ
ー
ナ
ー
ド
は
、

九
八
閏
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ォ

リ
ッ
ク
大
学
で
哲
学
の
博
士
号
を
取
得
し
、
一
九
九
二
年
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・

ダ
ー
ビ
ー
大
学
で
ア
i

ト
と
デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
と
理
論
の
講
師
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
著
書
一
以
外
に
も
、4
2
E
s
a
n
s
s
N
E
E

き
夫
、

(
山
唱
ま
唱MH
o
g
H
a
開
。
)
や

m
o
a
x
仏
柄
。
)
な
ど
、
広
告
、

ミ

G
S
』U
P
R町内
)
町h
m句
ミ
ミ
ハ
リ
む
さ
さ
N誌
に
円
ミ
宮
、
司
、
、
(
M
o
o
h
y

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー

に
関
連
し
た
分
野
の
著
書
を
多
数
執
筆
し
て
い
る
。

さ
て
、
本
書
は
序
章
を
含
む
九
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
理
解
」

と
は
何
か
と
い
っ
た
、

の
概
念
そ
の
も
の
を
問
い
か
け
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
(
第
一
章
)
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
で
は
「
理
解
」
と
「
説
明
」
の

形
式
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
を
考
察
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
が
も
た

ら
す
影
響
を
評
価
す
る
(
第
二
章
)
。
そ
し
て
、

ニ
意
以
降
で
は
各
章
ご
と

つ
ず
つ
方
法
論
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
が
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー

の
理
解
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
を
考
察
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

個
人
の
考
え
、
価
植
観
、
信
条
を
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
理
解
の
慕



盤
と
す
る
解
釈
学
(
第
一
一
一
章
)
、
個
人
の
意
識
的
・
無
意
識
的
感
情
を
理
解
の

潜
在
的
要
閣
と
す
る
オ
ト
ゥ
i

ル
説
や
精
神
分
析
学
(
第
四
章
)
、
ジ
ェ
ン
ダ
1

化
さ
れ
た
個
人
の
位
置
が
理
解
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

(
第

五
章
)
、
社
会
構
造
に
お
け
る
掘
人
の
経
済
的
階
級
的
位
置
を
理
解
の
基
盤
と

す
る
マ
ル
ク
ス
の
階
扱
論
(
第
六
章
)
、
社
会
の
内
部
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
記
号

の
生
態
を
理
解
に
結
び
つ
け
る
記
号
論
(
第
七
章
)
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル

チ
ャ
ー
の
形
式
(
フ
ォ
ー
ム
)
と
様
式
(
ス
タ
イ
ル
)
を
理
解
の
要
因
と
す
る

形
式
分
析
/
様
式
分
析
(
第
八
章
)
の
六
つ
の
方
法
論
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
長
年
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
は
、
美
術
史

や
デ
ザ
イ
ン
史
の
学
問
体
系
を
と
る
「
科
学
」
と
し
て
位
寵
づ
け
ら
れ
て
き

た
。
と
い
う
の
も
、

1
9

世
紀
以
降
、
自
然
科
学
の
功
績
を
見
習
お
う
と
す
る

社
会
科
学
の
試
み
が
、
芸
術
の
分
野
に
も
適
用
さ
れ
、
作
品
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
特
質
を
検
証
す
る
こ
と
で
科
学
的
な
鑑
定
を
可
能
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
著
者
は
、
「
自
然
科
学
の
対
象
や
現
象
は
、
社
会
科
学
と
は

決
定
的
な
点
で
異
な
り
、
問
じ
手
段
で
研
究
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

(
∞
同
窓
印
叫
円
四

M
O
O
-一
試
)
と
述
べ
、
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
社
会
科

学
的
な
方
法
で
研
究
さ
れ
る
の
が
最
も
望
ま
し
い
」
(
∞
担
当
白a
N
C
2

一
試
)
と

主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
相
違
に
関
し
て
、
ま
ば

た
き
と
ウ
イ
ン
ク
の
二
つ
の
現
象
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
皮
射

的
か
つ
無
意
識
的
に
行
わ
れ
る
ま
ば
た
き
に
比
べ
、
故
意
に
行
わ
れ
る
ウ
イ
ン

ク
を
説
明
す
る
際
に
は
、
目
的
や
意
図
と
同
時
に
形
態
の
違
い
に
つ
い
て
も
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
理
解
を
解
釈
学
、
後
者
の
理
解
を
構

造
主
義
と
し
、

ウ
イ
ン
ク
と
い
う
ひ
と
つ
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
現
象
を
理
解
す
る

に
は
両
方
の
観
点
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
し
た
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
、
本
書
が
全
体
を
通
し
て
強
調
す
る

「
解
釈
学
と
構
造
主
義
の
『
相
互
調
整
』
」
の
概
念
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
と

考
え
ら
れ
る
、
解
釈
学
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
形
式
分
析
/
様
式
分
析
の
三
つ
の

方
法
論
に
焦
点
を
当
て
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ず
始
め
に
、
解
釈
学
に
よ
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
理
解
の
事

例
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
著
者
は
、
デ
ィ
ッ
ク
・
へ
ブ
デ
ィ
ジ
の
ス
ク
ー
タ
ー
分

析
を
取
り
上
げ
る
。

一
九
四
0
年
代
に
イ
タ
リ
ア
で
流
行
し

へ
ブ
デ
ィ
ジ
は
、

た
二
台
の
ス
ク
ー
タ
ー
(
ベ
ス
パ
と
ラ
ン
プ
レ
ッ
タ
)
の
意
味
理
解
が
、
当
時

の
設
計
・
製
造
を
担
当
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
製
造
会
社
で
あ
る

ピ
ア
ジ
オ
社
と
イ
ノ
チ
ェ
ン
テ
ィ
社
の
宣
伝
・
広
告
部
、

一
九
六0
年
代
の
英

国
モ
ッ
ズ
、
と
い
っ
た
三
つ
の
社
会
集
団
の
意
識
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
、
各
集
国
が
抱
く
考
え
、
願
望
、
意
向
な
ど
が
時
製
品
の
意
味
生
成

の
根
幹
を
成
し
て
い
る
こ
と
を
提
示
し
た

(
回
目σ仏
仲
間
0
3

∞
∞
)
。
さ
ら
に
、'" 

ブ
デ
イ
ツ
ジ
は
、
構
造
主
義
の
観
点
か
ら
も
ス
ク
ー
タ
ー
の
意
味
づ
け
に
つ
い

て
分
析
し
、
ス
ク
ー
タ
ー
を
女
性
的
、
オ
ー
ト
バ
イ
を
男
性
的
と
す
る
こ
と
で
、

現
実
世
界
の
男
ら
し
さ
と
女
ら
し
さ
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
へ
ブ
デ
ィ
ジ
の
議
論
に
関
し
て
、
著
者
は
、
解
釈
学
を
主
眼
に

置
く
一
方
で
社
会
構
造
も
考
躍
に
入
れ
な
が
ら
ス
ク
ー
タ
ー
の
意
味
を
理
解
す

る
必
要
性
を
認
識
す
る
。
し
か
し
一
方
で
、
解
釈
学
に
よ
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・

カ
ル
チ
ャ
ー
の
理
解
に
も

つ
の
問
題
点
が
存
在
す
る
。
ま
ず
一
点
目
は
、
ぁ

議評

る
特
定
の
時
代
や
場
所
に
お
け
る
鑑
賞
者
が
、
異
な
る
時
代
と
場
所
に
お
け
る

鑑
賞
者
と
全
く
同
じ
様
に
、
当
時
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
理
解
す
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る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
著
者
は
、
ガ
ダ
マ
i

の
「
地
平
の
融
合

(
2
H
V
m
P
8
5
え
吉
弘

N
S

∞
コ
)
」
(
切
担
門
口
同
三

M
0
0
5
5
の

概
念
を
用
い
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
理
解
す
る
に
は
過
去
と
現
在

の
「
地
一
半
」
が
融
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
理
解
は
、

鑑
賞
者
が
自
ら
の
意
留
を
無
く
し
た
り
、
芸
術
家
の
意
鴎
を
単
に
再
構
築
す
る

の
で
は
な
く
、
両
者
の
地
平
を
融
合
・
調
整
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
た
。

ニ
点
目
の
問
題
点
は
、
解
釈
学
で
は
分
析
に
利
用
で
き
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ

ル
チ
ャ
i

が
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
土A
mれ
1
J、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
家
具
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
作
品

の
多
く
は
匿
名
で
、
個
人
の
意
闘
を
把
握
す
る
の
は
閤
難
な
た
め
、
解
釈
学
的

な
理
解
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

解
釈
学
以
外
の
方
法
論
で
対
応
す
る
か
、
も
し
く
は
儲
人
の
意
図
を
再
構
築
す

る
か
、
と
い
う

つ
の
解
決
策
を
提
示
し
て
い
る
。

次
に
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
理
解
に
お

い
て
、
著
者
は
、
多
く
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
論
者
が
問
題
視
す
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
!

化
さ
れ
た
理
解
の
主
体
者
」
(
∞
言
語
仏M
O
O
-一
∞
ゆ
)の
議
論
を
軸
に
考
察
を
進

め
て
い
く
。
「
科
学
的
客
観
性
」
を
重
視
し
て
き
た
睦
史
的

ム
}
い
・
つ

の
は
、
藤
史
家
の
意
識
や
経
験
か
ら
客
観
的
、
自
主
的
に
存
在
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ジ
ェ
ン
ダ

i

化
さ
れ
た
援
史
家
の
位
謹
が
、
摩
史
的
事

実
の
理
解
を
歪
め
て
い
る
こ
と
を
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
論
者
は
主
張
す
る
。
間
接
に
、

産
業
化
を
賞
賛
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
て
生
成
し
て
き
た
デ
ザ
イ
ン

史
に
お
い
て
は
、
研
究
対
象
と
な
る
成
員
、
対
象
物
、
機
関
、
実
践
を
選
択
す

る
過
程
で
す
で
に
男
性
優
位
的
な
ジ
ェ
ン
ダ

i

バ
イ
ア
ス
が
存
在
し
、
女
性
的

な
も
の
は
「
美
的
水
準
を
低
下
さ
せ
る
」
〈
∞
宮
吋
宮
芯
志
一
司
)
と
し
て
排
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さ
れ
て
き
た
こ
と
も
指
摘
す
る
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
よ

る
視
点
が
、
伝
統
的
家
父
長
制
に
根
ざ
し
て
き
た
美
術
史
や
デ
ザ
イ
ン
史
に
効

果
的
な
批
判
を
与
え
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
そ
れ
と
同
何
時
に
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

の
観
点
か
ら
、
新
た
な
成
員
、
対
象
物
、
機
関
、
実
践
の
対
象
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
こ
と
も
有
意
義
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

で
は
、
昭
々
の
女
性
に
お
け
る
特
有
の
経
験
が
政
治
的
・
社
会
的
な
構
造
と
密

接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
強
調
す
る
こ
と
で
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー

の
理
解
に
お
け
る
解
釈
学
と
構
造
主
義
の
二
通
り
の
解
釈
の
必
要
性
を
明
示
し

た
こ
と
も
、
著
者
に
と
っ
て
は
興
味
深
い
点
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
著
者
は
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
は
明
確
な
ゴ
!
ル
が
な
く
、

ジ
ェ
ン
ダ

i

バ
イ
ア
ス
を
な
く
す
た
め
の
具
体
的
な
解
決
策
が
欠
如
し
て
い
る

こ
と
を
問
題
と
し
て
提
示
す
る
。

つ
ま
り
、
「
こ
れ
ま
で
排
除
さ
れ
て
き
た

(
男
性
擾
位
の
)
構
造
に
単
に
女
性
を
組
み
入
れ
た
だ
け
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
!
化

さ
れ
た
構
造
や
階
層
の
本
質
に
輿
議
を
唱
え
て
は
い
な
い
。
」
宙
卸
門
出
血
尽M
O
O
-一

日
(
}
ゆ
)
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー

の
理
解
を
ジ
ェ
ン
ダ
!
の
要
因
の
み
に
還
元
し
て
し
ま
う
こ
と
に
関
し
て
も
懸

念
を
残
し
て
い
る
。

最
後
に
、
形
式
分
析
/
様
式
分
析
の
事
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
著
者
は
、
ノ\

イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
プ
リ
ン
の
絵
画
分
析
を
紹
介
す
る
。
ヴ
ェ
ル
プ
リ
ン
は
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
絵
闘
を
「
線
的

絵
画
的
」
、
「
平
面
輿

行
き
」
、
「
閉
じ
ら
れ
た
形
式

開
か
れ
た
形
式
」
、
「
多
数
性
一
統
一
性
」
、
「
明

瞭
性
一
不
明
瞭
性
」
と
い
っ
た
五
つ
の
概
念
に
-
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に



お
け
る
形
式
(
素
材
・
色
彩
・
線
な
ど
)
や
様
式
(
処
理
・
技
術
・
表
現
方
法

な
ど
)

の
関
連
性
、

す
な
わ
ち
、

「
内
部
構
造
つ

5
0
虫
色
∞
g
g

口
S
8
3
)」

(
切
開
門
出
向
円
四

M
o
o
-
L
A
G
)

を
検
証
す
る
こ
と
で
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を

理
解
し
よ
う
と
試
み
た
(
巧O
R
b
S
3
8
)。
著
者
は
、

こ
の
よ
う
な
分
析
方

法
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
に
適
用
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
点
で
有
効
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
形
式
分
析
/
様
式
分
析
に
お
け
る
議
論
で
は
、
作
品

の
生
産
や
消
費
に
関
す
る
社
会
的
睦
史
的
文
脈
ゃ
、
芸
術
家
お
よ
び
鑑
賞
者
の

社
会
階
層
、
ジ
ェ
ン
ダ
i
、

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
震
史
的
背
景
な
ど
が
言
及
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
問
題
と
し
て
指
摘
す
る
。

つ
ま
り
、
形
式
分
析
/
様
式
分
析

で
は
、
内
部
構
造
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
個
人
は
単
な
る
構
造
の
結
果
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
著
書
は
、
こ
の
よ
う
な
構
造
の
み
に

焦
点
を
当
て
る
形
式
分
析
/
様
式
分
析
の
方
法
に
批
判
を
唱
え
、
構
造
と
個
人

の
関
連
性
を
理
解
す
る
重
要
性
を
主
張
す
る
。
そ
こ
で
、
著
者
は
、
へ
-
フ
→
ア
イ

ジ
の
「
ス
タ
イ
ル
」
概
念
を
紹
介
し
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
形
式

的
様
式
的
要
素
が
、
社
会
階
層
、
ジ
ェ
ン
ダ

i
、

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
い
っ
た
観

点
か
ら
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
か
を
考
察
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
パ
ン
ク
・

ス
タ
イ
ル
に
お
け
る
安
全
ピ
ン
や
水
洗
摂
所
の
チ
ェ
ー
ン
な
ど
は
、
本
来
の
用

途
と
は
別
の
方
法
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
自
ら

の
階
級
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
伝
達
す
る
と
開
時
に
、

ス
タ
イ

ル
が
象
徴
す
る
形
式
を
主
流
文
化
に
対
す
る
抵
抗
の
手
段
と
し
て
用
い
る
と
し

た

(
国
各
円
以
加
白
山
甲

Jヨ
)
。
こ
の
よ
う
に
、
ヘ
ブ
デ
ィ
ジ
の
分
析
は
、
形
式
分
析

/
様
式
分
析
が
抱
え
る
最
大
の
問
題
点
を
克
服
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
事
例
と

し
て
著
者
は
評
価
す
る
。

以
上
、
解
釈
学
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
形
式
分
析
/
様
式
分
析
の
三
つ
の
観
点

か
ら
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
理
解
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、

し、

ず
れ
の
方
法
論
に
お
い
て
も
、
解
釈
学
お
よ
び
構
造
主
義
の
ニ
つ
の
見
解
が
ヴ
ィ

ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
理
解
す
る
上
で
相
互
補
完
的
に
用
い
ら
れ
、
ヴ
ィ

ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
う
一
つ
の
現
象
を
多
角
的
に
捉
え
る
こ
と
の
重

要
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー

-
ス
タ
デ
ィ
i

ズ
と
い
っ
た
学
問
が
、
多
様
な
分
野
に
ま
た
が
る
総
合
的
か
っ

学
際
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
ヴ
ィ
ジ
ユ

ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
に
お
い
て
新
た
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
一
冊
だ

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
方
法
論
の
議
論
を
展
開
す
る
中
で
、
本
書
が
事
例
と
し

て
取
り
扱
う
研
究
に
は
比
較
的
古
い
も
の
が
多
く
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

や
ニ
ュ
i

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
、
近
年
爆
発
的
に
増
加
す
る
新
し
い
分
野
で
の

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
理
解
に
関
す
る
説
明
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
ま
す
ま
す
多
種
多
様
化
す
る
で
あ
ろ
う
ヴ
ィ
ジ
ユ

ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
包
括
的
な
理
解
が
検
討
の
課
題
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
。
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